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Abstract

Purposeandmethod:

Thepurposeofthispaperistoclarifythevalidityoftheanalyticalmethodusing

afunctionaldiagram inbroadsensewhichwaselaboratedandclarifiedinthelast

paper,throughananalysュsOfllexamplesofhousingplanscollectedfrom theview-

pointoftwopairsofcoordinateaxis,namely:1.EastandWest,and2.modernityand

tradition.

Afunctionaldiagram inbroadsense,inthiscase,meansonewhichexpressa

combination-unit-spaceofparts-unit-spacewhichistheminimum-unit-spacefor

livingactivitiesandwhole-uni卜Spacewhichisanabstractandformlessspace.

Whole-unit-spaceisalsousedtorecognizeandunderstandaplanofahouseitself

asasingle-unit-space.

Conclusion:

Inthecaseofspaceanalysisofhousingspace,particularlyforahousingspace

inJapan,analysisfrom thestandpointoffunctionaldiagram onbroadsenseis

consideredtobevalid.

Furthermoreanentityofthecombination-unit-spaceischaracteristicofaspatial

structureofJapanesehousing.
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緒 昌

1.はじめに

前稿では,住居の空間構成における単位空間には,両義性があり,これまでの住居の空

間分析には,狭義の単位空間の視点からの機能図が通用されてきたこと｡そして,その上

で,狭義の機能図を内包した新しい視点からの広義の機能図を提案した｡

しかし,その分析 ･適用のための事例が-前稿の目的が,広義と狭義の機能図の論理的

対応関係を明らかにすることにあったとは言え-1事例では,論理の妥当性 という点から

は,問題であった｡

そこで,本稿では,住居の空間構成における機能分析のための11事例を, 1.西洋と東

洋, 2.近代と伝統,の座標軸の設定の中から抽出し,より客観性のある内容にしようと

するもので＼ある｡

2.用語の説明一狭義と広義の機能図

住居の空間を構成している全体単位空間それ自体が,出入り口の数がゼロの空 (くう)

である (この空間把握それ自体が,本論文のオリジナリティの一つである)0

この全体単位空間の空を,あくまでも機能のレベルでしか認めず,部分単位空間の構成要

素である間と室の総計で平面図全体が構成されるという立場から,住居の空間を機能分析

する｡ これが,従来からの狭義の機能図である｡

これに対して,広義の機能図は,全体単位空間の空を,ある部分単位空間の中に実体と

して,要請し,空の実在を認める (独立した通路空間などが,その代表的空間である)0

その結果,狭義の機能図を構成している部分単位空間の構成要素である間と室だけではな

く,全体単位空間の構成要素である空との組み合わせ単位空間と,その構成要素である部

屋あるいは空室あるいは空き間が,生成するならば,これを,広義の機能図として把握 ･

認識する (詳しくは,分析結果の機能図｡参照)0

素材 と方法

1.素材

1.伝統的な地中海の中庭式住居 (図 1)

この住居は,スペイン南部のアングルシア ･コルドバにある地中海の伝統的な住居であ

る｡この住居の中庭は, 2つ直交軸の接点に位置している｡そして,そこに,噴水がある｡

これが,また,中庭式住居の特徴である｡

2.韓国の伝統的な住居 (図2)

韓国の伝統的な農村住居の 1タイプである｡伝統的な地中海の中庭式住居に対して,韓

国の伝統的住居は,一列型で配置されているのを特徴にしている｡また,土間が台所であ

り,各室は独立している｡なお,この各室構成は,日本の伝統的農村住居の床上空間と対

照的である｡

3.中国の伝統的な四合院の住居 (図3)

中国建築における伝統的な配置構成の単位を,四合院と呼んでいる｡すなわち,四つの棟
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が,中庭を囲んで構成されているという住居形式のことである｡この構成は,地中海の中

庭式住居 と基本的には,同じ形式であると言える｡

4.アメリカの近代的な住居 (図4)

M.ブロイアー邸は,近代のアメリカを代表するプランとして有名である｡ それは,坐

活を二元論の視点 :リビングと寝室の明快な分離から,デザインしたことにあり,日本の

住居デザインの設計手法に強い影響を与えた｡

5.日本の近代的な住居 (図5)

坂倉建築研究所設計の奈良県学園前にある近代的な住居である｡ この日本の近代的独立

住居は,家族の集まる空間と私的な個人的空間との分化を試行したプランとして有名であ

る｡このプランニングは,M.プロイヤーの空間構成 と同じである｡ ここに,近代住居の

プランニングの共通性を読み取ることができる｡

6.伝統的な農村住居の広間型 1 (図 6)

日本の伝統的な農村住居の典型的なタイプの一つである｡床上に,広い板間があることを

特徴 としており,ここで,地域の接客生活も行われる｡いわゆる,地域に開かれたプラン

である｡

7.伝統的な農村住居の広間型 2 (図 7)

狭義の機能図では,事例 6と同じ広間型である｡しかし,広義の機能図では,床上空間が,

異なった様相で現れる｡そのことを示す事例 として,ここでは抽出してみた｡

8.伝統的な農村住居の四間取 り (図 8)

日本の民家形式の一つで,全国的に見られる代表的な農村住居の典型である｡

このプランは,広間型と異なり,地域の接客生活と家族の生活の場所との問に仕切 りを入

れたプランになっている｡すなわち,広間型より,少し,近代的なプランと言える｡

9.日本の伝統的な町屋住居 (図 9)

長野県 ･奈良井にある伝統的な町屋のプランである｡ 細長い土間が縦軸に配置されている

のを特徴にしている｡

10.近代的な中廊下式住居 (図10)

明治末年から大正時代にかけて,中流階層の住居として,このタイプが現れる｡中廊下

を挟んで南側に生活空間,北側に浴室 ･便所 ･納戸 ･玄関などを配置するのが,このプラ

ンの特徴である｡

ll.3LDKの住居 (図11)

現在の分譲マンションの-事例 として抽出した,いわゆる3LDKと表示されているプ

ランである｡ これが,広義の機能図では,2LDK+1と整理される｡その空間様相の差

異を表現する意味で,ここに,取 り上げた｡

2.方法

(1) まず,広義の機能図の立場から,今回,提出した,代表的な住居 (11事例)の空間構

成について分析する｡

(2)その結果,組み合わせ単位空間が生成しなければ,従来の狭義の機能図として整理す

る｡

(3)組み合わせ単位空間が,生成するならば,これは,広義の機能図として分類する｡
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1.狭義の機能図の立場からの分析事例

図 1 中庭式住居 (地中海)
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図4 M.ブロイア-邸 (アメリ*)
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2.広義の機能図の立場からの分析事例

図 6 広間型の住居

図 7 広間型の住居

図 8 四間取 りの住居
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図 9 中村邸 (町屋)

図10 中廊下式住居
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図11- 1 機能図

分析結果 と考察

地中海の伝統的民家である中庭式住居(図 1- 1),アメリカのモダン住居の代表例であ

るM.プロイヤー邸 (図4- 1),及び東洋 (中国･韓国)の伝統的住居 (図 2- 1,図 3

- 1)は,狭義の機能図が適用される｡また,日本の建築家による現代の独立住居 (図 5

- 1)も,狭義の機能図で分析 ･適用される｡これは,近代生活における合理主義 (二元

請)-特に,アメリカの実証主義一の立場からの住居設計のデザインであるので,当然で

ある｡その意味で,時代の典型例である｡

これらの住居のプランニングに対して,日本の伝統的な住居 (町屋 ･農家)は,広義の

機能図で分析される(図6, 7, 8, 9-1)｡そして,明治期に成立した中流住宅の中廊

下式住居 (図10- 1),及び最近の分譲マンション住居 (図11- 1)も,この広義の機能図

が,適用される｡

このことは,日本の住居の空間構成には,狭義と広義の機能図の差異を決定する組み合

わせ単位空間の実在が,その特徴としてあることを意味していると思われる｡

結 論

住居の空間分析一特に,日本の住居の場合一には,狭義の機能図を内包する広義の機能

図の立場からの分析 ･適用が必要であると考える｡
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